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表紙の写真　地域の安全を祈願して神
み こ し

輿渡
と ぎ ょ

御（松山地域・羽黒神社春季例大祭）

CON T E N T S

02　ものづくりから始まる地域づくり
　　～未来産業創造おおさき発足～

06　5 月 31 日は世界禁煙デーです

08　水道料金・下水道料金の改定

10　緊急雇用創出事業 非常勤・臨時職員募集
　　国民年金についてのお知らせ

11　おおさきインフォ＆ニュース
　　ふじまつり　ほか

14　興味津々　大崎市古川出土文化財管理センター

15　情熱大崎　スポーツドクター　伊東 市男　さん

16　今月のお知らせ

※大崎市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

広　告

①

歴史ある羽黒神社

例大祭でおごそかに神
み こ し

輿渡
と ぎ ょ

御

①静かにたたずむ羽黒神社。②階段を

下り、神輿が町に向かいます。後方に

見える赤い屋根が羽黒神社随神門で

す。③市指定文化財の「羽黒神社絵馬」

　松山地域の羽黒山にある「羽黒神社」は、

中世武家社会形成の要因となった「後三年

の合戦（役）」（1083 ～ 1087 年）の際、

源義家の部将・鎌倉権五郎景政が出羽三山

（山形県）に勝利を祈願し、勧請して建て

られた神社です。

　入り口の鳥居から望む「羽黒神社随神門」

は、歴史ある神社の風格を漂わせています。

長い階段を上りきると、そこから松山の町

並みを一望でき、春には美しい桜が咲き乱

れます。拝殿には、市指定文化財となって

いる「羽黒神社絵馬」が飾られています。

　毎年 4 月 15 日には春季例大祭が開催さ

れ、社業安全、家内安全、五穀豊穣を祈願

します。例大祭の目玉行事は、装束に身を

包んだ地域の人たちによる神
み こ し

輿渡
と ぎ ょ

御です。

神輿を担いで練り歩く姿は、城下町として

栄えた町並みによく似合います。

　羽黒神社は、高さ約 60 メートルの山の

上から、今日も地域を見守っています。

＊参考文献「松山町史」
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